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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 5 月 20 日の決算発表時に公表いたしました平成
18 年 3 月期の業績予想を下記のとおり、修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 18 年 3 月期中間連結業績予想の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17年 9月 30日） 

（単位：百万円） 
 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 262,400 4,620 △  4,420 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 244,243  3,179 △ 5,067 
増  減  額  （Ｂ－Ａ） △  18,157 △  1,441 △  647 
増  減  率  （％） △ 6.9％ △ 31.2％ △ 14.6％ 
前期（平成 16 年 9 月期）実績 244,790 2,919 1,401 

 
２．平成 18 年 3 月期中間個別業績予想の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17年 9月 30日） 

（単位：百万円） 
 売  上 高 経 常 利 益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） 262,000 4,620 △  4,419 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ）    243,924      3,173 △ 5,000 
増  減  額  （Ｂ－Ａ） △  18,076     △ 1,447    △ 581 
増  減  率  （％）    △ 6.9％   △ 31.3％    △ 13.1％ 
前期（平成 16 年 9 月期）実績 244,455 3,032 1,515 

 
３．修正の主な理由 
   売上高では、液晶 TVや洗濯機が引き続き順調な伸びをしたものの、液晶 TVを除くデ
ジタル関連商品やエアコン、冷蔵庫等は前年のオリンピック開催や猛暑による需要増の反
動減が当初予想より大きかったことから伸びず、また、企業間競争の影響もあって、計画

を下回る見込であります。   
   利益面では、こうした販売動向を受けて、粗利率や経費効率の改善に努力し、一定の効
果はあったものの、売上高の計画割れによる利益への影響を補うには至らず、計画を下回

る見込であります。 
 
   なお、連結および単独の通期（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日）の業績予想
につきましては、平成 17年 11 月 18 日に予定しております中間決算発表時に公表を予定
しております。 

以上 


